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１ 上越市地域クラブ活動整備方針 

 

 

 

 

 

 

 

Q1-1 令和８年度から、休日に開催される記録会や大会へ部活動として参加できな

いのですか。 

A 今後、中体連や市中学校長会と協議をしていくため、現段階で明確にお答え

することはできませんが、市としては平日も部活動が続くことから、休日に中

体連が主催する大会等には部活動として参加でき、それ以外の大会等につい

ては地域クラブ活動として参加していただくことを考えています。 

Q1-2 地域クラブ活動で事故等が起きた場合、責任の所在はどのようになります

か。 

A 地域クラブ活動での事故等は、地域クラブが責任を負うことになります。 

Q1-3 当面は平日の部活動と地域クラブ活動が併存するということですが、当面と

はどのくらいの期間を想定していますか。 

A 見通しは立っていません。 

また、国も平日の地域クラブ活動については具体的な期間を示していませ

ん。 

Q１-４ 上越市はなぜ現在の部活動の形をそのまま地域に移すことはしないのです

か。 

A 市では、現在の部活動をそのまま地域に引き継ぐという認識で進めても、部

活動が抱えている課題の解決にはつながらないと考えています。 

そのため、今、整えていこうとしている子どもたちのスポーツ・文化芸術活動

の環境は、これまでの部活動の内容にとらわれない、多種多様な活動の中か

ら自分の「やってみたい」と思う活動を主体的に選択し、取り組むことができ

るものとしています。 

また、この取組は、子どもも大人も身近にスポーツや文化芸術に親しみ、世代

を超えて交流する中で、人と人とが豊かにつながる、生涯スポーツ・生涯学習

の根付くまちをつくることに通じるものであるとも考えています。 

意義や方向性を関係者が共有し、それぞれが主体者として関わる取組として

展開していきます。 
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２ 上越市地域クラブ活動ガイドライン 

 

 

Q１-５ 少子化の影響で幼年のスポーツクラブが他の近隣のクラブと合併している状

態です。そのため、市が将来を見越した中で地域別に種目を整理して、各団体

や保護者等と協議いただいた方がよいと思いますが、いかがでしょうか。 

A 行政主導のサービスではなく、まずは地域の取組を大事にしたいと考えてい

ます。地域によって異なる特性もあり、様々なアイデアがあると思いますの

で、市と地域の皆さんで協力しながら進めていきたいと思っています。 

Q１-６ 令和 7年度以降の平日の地域クラブ活動については、どのような方針で進ん

でいくのですか。 

A 平日については、休日の地域クラブの活動等の状況を見ながら進めていく予

定としており、できるところから取り組んでいきます。 

Q１-７ 文化芸術活動の環境整備について、現状を教えてください。 

A 市で把握している情報としては、令和６年１１月に市内の音楽関係者が中心と

なって「上越ジュニア音楽クラブ」が新たに創設されました。当該クラブは、コ

ンクール等の大会参加を目指すのではなく、音楽を楽しむことを目的として

おり、今までにない活動となっています。 

これから認定制度で文化芸術活動のクラブも募集していくため、様々な文化

系のクラブを紹介していけると期待しています。 

Q2-１ 大会等への引率は指導者が行うこととなっていますが、県外での大会など指

導者のみで引率することが難しい場合はどうしたらよいでしょうか。 

A 本ガイドラインは中学生を対象としたものであり、中学生に関しては指導者の

みで引率をお願いしたいと考えますが、中学生以下の子どもたちがいて、指

導者のみで対応できない場合は保護者にお願いしても構いません。 

Q2-２ 大会参加の際に、生徒の参加状況等を当該校長へ事前・当日ともに連絡する

こととありますが、地域クラブ側から連絡をする必要性について教えてくだ

さい。 

A 市中学校長会からの要望を受けてガイドラインに記載しました。 

また、保護者が個別に連絡するのではなく、広い意味で保護者も地域クラブ

の一員だと捉えると、地域クラブから連絡することが適切と考えます。 
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３ 上越市地域クラブ認定制度 

 

 

Q2-３ 大会参加の際に、生徒の参加状況等を当該校長へ事前・当日ともに連絡する

こととありますが、平日に中体連が主催する大会等へ地域クラブのメンバー

として参加した場合は公欠扱いになりますか。 

A 各学校の判断となります。 

Q2-４ 休日の大会参加については、当該校長への連絡は不要と考えてよいですか。 

A ご認識のとおりです。 

平日（学校の授業日）に開催される大会への参加のみ、連絡をお願いします。 

Q2-5 クラブに小学生と中学生が所属していますが、保険加入は小学生も必要です

か。 

A ガイドラインは中学生を対象としたものになっていますので、中学生は必ずガ

イドラインを遵守した活動を実施していただく必要があります。 

中学生が保険に加入していれば問題がないことになりますが、他の年代につ

いても適正な運営となるように、保険に加入していただくよう助言させてい

ただきます。 

Q2-6 活動時間や日数に関する下限はありますか。 

A 現時点では、考えていません。回数が少なくてもガイドラインに沿った活動で

あれば、地域クラブ活動と考えます。 

Q3-１ 認定制度の申請期限はありますか。 

A 申請期限はありません。 

随時受け付けますので、全ての書類が整った段階で申請をお願いします。 

Q3-2 地域で中学生を対象として活動しているクラブであれば、認定申請が必須で

すか。 

A 必須ではありません。各クラブの任意になります。 
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Q3-3 認定を受けるクラブと認定を受けないクラブでは、違いが出てくるのでしょう

か。 

A 認定を受けるクラブは、市のガイドラインに沿って適切な運営をし、子どもた

ちにとって安全安心な活動に取り組んでいただくものと考えます。 

認定されたクラブへの支援については、市が認定したクラブとして、市ホーム

ページや広報上越等で紹介・案内をさせていただくことから始めていきます。 

財政的な支援については状況を見ながら検討していきます。 

Q3-4 認定要件に「生徒の在籍校と必要に応じて情報共有を行う」とありますが、複

数校にわたる場合の対応方法について教えてください。 

A 令和７年度については、認定制度の試行期間であるため、どのように情報共

有していけばよいのかを指導者や学校にヒアリングを行い、好例を集めて、発

信していきたいと考えています。 

Q3-5 令和６年度の指導者研修会を受講していなくても、令和６年度中に認定申請

をすることはできますか。 

A 令和７年度に指導者研修会を受講する予定であれば、令和６年度中に認定申

請をすることができます。 

Q3-6 中学生を対象としたクラブとして、認定制度の申請をしたが、結果的に中学生

の加入がなかった場合、認定はどうなりますか。 

A 中学生の加入がなかった場合、活動の内容やクラブの体制などで、中学生を

受け入れる環境が整っているかどうかを考慮し、判断することになります。 

Q3-7 現在、クラブの運営は全てボランティアで行っており、スタッフ等に対して報

酬は支払っていません。認定を受けた場合、ボランティアでなく、報酬を支払

うようにしなければいけないのでしょうか。 

A 認定されたクラブは、持続可能な活動をしていただきたいため、ボランティア

が前提ではなく、報酬も考慮した適切な収支を考えた運営をお願いしたいと

思っていますが、今現在、ボランティアで運営することができているのであれ

ば、報酬の支払いを推奨することはありません。 
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Q3-8 中学生から社会人までが対象のクラブの場合、クラブに所属している高校生

や社会人も、中学生に合わせて市のガイドラインに沿った活動を行う必要が

あるのでしょうか。 

それとも、中学生のみ市のガイドラインに沿った活動を行うことにすれば、認

定申請をすることができるのでしょうか。 

A 中学生のみ、市のガイドラインに沿った活動を行うとしていただければ、他の

世代がガイドラインとは異なる活動でも認定申請をすることができます。 

Q3-9 認定要件に「市教委が主催する指導者研修を受講した役員または指導者が運

営に加わる」とありますが、公認スポーツ指導者資格を取得していても、必ず

受講しなければいけないのですか。 

A 公認スポーツ指導者資格の有無に関わらず、クラブの役員または指導者が全

員受講するということではなく、最低限お一人の方は受講していただくこと

になります。 

令和７年度指導者研修会は、地域クラブ活動の指導者としての心構えや小中

学生に対するコミュニケーションスキル、地域クラブマネジメントなどの内容

を考えています。 

Q3-１0 公認スポーツ指導者資格を所有していなくても、認定申請をすることはでき

ますか。 

A 認定に公認資格所有の要件はありませんので、認定申請をすることができま

す。 

Q3-１1 認定要件に「いずれかの運営団体に加盟している」とありますが、現在、文化

芸術活動の運営団体はありません。文化芸術活動を行うクラブは、どのよう

にしたらよいですか。 

A 文化芸術活動の運営団体が設立されるまでは、地域クラブ活動推進室が運営

団体の代わりとして対応していきます。 

Q３-１２ 認定クラブに対する市からの財政的支援は、どのように考えていますか。 

A 現時点では、考えを持ち合わせていません。 

原則から申し上げると、これまでも地域でクラブチームやスポーツ少年団等の

活動は受益者負担が基本だったと思いますので、まずは受益者負担をベース

に考えていただきたいと思っています。 

しかし、それではなかなかクラブの運営が成り立たないこともあり得るかと思

いますので、実際の収支状況や困りごとをお聞かせいただきながら、今後の

支援について検討していきたいと考えています。 
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Q３-１３ 認定要件に「営利目的を主とした運営ではない」とありますが、運営母体が民

間企業である場合、対象外になりますか。 

A 民間企業であっても、例えば企業の社会的責任（ＣSR）として取り組んでいた

だく場合などもあると考えますので、活動内容や会費の金額、収支予算等を

確認させていただき、利益追求を主としたものではないと判断できれば、「上

越市地域クラブ」として認定していきます。 

Q３-１４ 認定要件に「いずれかの運営団体に加盟し、運営団体と協力して適正なガバ

ナンスを確保すること」とありますが、適正なガバナンスについて具体的に教

えてください。 

A 活動を実施するに当たり、体罰や暴言等の根絶はもちろんのこと、会計の面

においても明朗で、活動内容も情報公開されているといった開かれたクラブ

になっていただきたいと思います。 

その上で、コンプライアンスを遵守し、様々な面で信頼されるクラブとして活

動を行っていただきたいと考えています。 

Q３-１５ 認定されたクラブへ消耗品費等に対する補助金の交付はありますか。 

A 現時点では、ありません。 

財政的な支援については状況を見ながら検討していきます。 

Q３-１６ 認定クラブの活動紹介や募集案内を、今後、市ホームページ等に掲載していく

とのことですが、具体的にいつ頃を予定していますか。 

A 令和６年度中の認定申請の状況を考慮し、取り組んでいくため、明確にお答え

することができませんが、令和７年４月中には掲載できるよう準備を進めて

いきます。 

Q３-１7 特定の会員を対象とした活動ではなく、イベント形式で自由参加としている活

動をしています。その参加者の中に中学生も含まれていますが、当団体の活

動は、地域クラブ活動として当てはまりますか。 

A イベントであり、毎回自由参加となれば地域クラブ活動の趣旨に当てはまりま

せん。地域クラブ活動は、子どもたちが他の参加者と交流しながら、継続的に

活動することをイメージしています。 
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Q３-１8 オープンに中学生を募集するのではなく、大人がメインの活動の中に特定の

中学生が参加している場合は、地域クラブ活動として当てはまりますか。 

A 中学生はガイドラインに沿った活動をすることにしていただければ、地域クラ

ブ活動として当てはまる可能性があります。活動内容等を確認し、判断させて

いただきます。 

Q３-１9 認定を受けなければ、地域での活動が制限されるものではないという解釈で

よいですか。 

A 子どもたちが参加する地域の活動の全てが「上越市地域クラブ」として活動し

てくださいというものではなく、認定申請は各クラブの任意です。 

認定制度を導入する前から、地域には子どもたちが参加するクラブがありま

すので、認定申請をせずに継続して活動していただいても構いません。 

「上越市地域クラブ」として活動することを選択肢の一つとして考えていただ

きたいと思っています。 

Q３-20 認定クラブに施設利用などの優遇措置がなければ、ガイドラインに沿った活動

は煩わしいと考えるクラブが多くなり、中学生の発達段階を無視したクラブが

乱立するのではないでしょうか。 

A 認定クラブへの優遇措置については、現時点では決まっていません。 

今後、状況を見ながら検討していきたいと思っています。 

Q３-21 認定クラブとして中体連主催の大会に参加した場合、これまで学校が負担し

ていた旅費や宿泊費などの負担はどうなりますか。 

A 部活動で中体連主催の大会に参加する場合、市から遠征費に対する補助制度

があります。令和８年度から地域クラブが参加した場合でも本制度を活用で

きるよう、担当課と協議を進めていきます。 

Q３-22 提出書類の「収支予算書」について、クラブの活動内容が多岐にわたっている

場合、地域クラブ活動のみに関する収支予算書を作成すればよいのでしょう

か。 

A 地域クラブ活動のみに関する収支予算書のご提出をお願いします。 
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Q３-23 新たにクラブを創設する場合、子どもたちの参加申込があった時点から活動

を開始することでよいのか、それとも参加申込がなくても活動を開始してい

なければいけないのでしょうか。 

A 中学生を受け入れる環境が整っていれば、その時点で認定申請していただく

ことができますが、子どもたちの参加見込がない場合は相談させていただき

ます。 

Q３-24 認定要件に「上越市内の中学生を対象」とあるが、クラブの会員の半数以上が

市外在住の子どもたちである場合、認定申請をすることができますか。 

A 「会員の子どもたちが市内在住でなければならない」という趣旨の要件では

ありません。 

市内の子どもたちを受け入れる環境が整っているクラブであれば、会員に市

外の子どもたちが多くても、認定申請していただくことができます。 

Q３-25 認定要件に「上越市内に活動拠点を置く活動」とあるが、市内と市外にそれぞ

れ活動拠点があり、市外での活動が多い場合、認定申請をすることができま

すか。 

A 活動拠点が複数あっても、市内に活動拠点があれば認定要件を満たしている

と考えていますが、個別に相談させていただきます。 

Q３-26 クラブがガイドラインに沿った活動（特にハラスメントや活動時間）をしている

かは、どのように管理・判断するのですか。 

A 市が常に活動を見守るわけにはいかないので、毎年度認定申請をいただくこ

とにしており、更新の都度、ヒアリングを実施する予定としています。 

クラブでガイドラインに沿った活動に疑義が生じた場合、保護者等が各クラブ

を束ねる運営団体や市へ相談できるような体制を整えていきたいと考えてい

ます。 

Q３-27 ガイドラインを守らなかった場合のペナルティはありますか。 

A ガイドラインを遵守していないことになれば、認定制度の趣旨に反しますの

で、認定取消や更新不可となります。 

ただし、すぐに認定取消とするのではなく、クラブ側にヒアリングを行いなが

ら、ガイドラインに沿った活動となるようにお伝えしていきたいと考えていま

す。 
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Q３-28 活動の中にキャンプや合宿などがある場合、休日の２日間とも活動すること

になりますが、認定申請はできますか。 

A 上越市地域クラブ活動の趣旨の一つに多様化があるため、体験活動も認定し

ていきたいと考えていますが、個別に相談させていただきたいと思います。 

Q4-１ 上越市以外の市立学校の教員に、指導者をお願いする場合、兼職兼業の依頼

先はどのようになりますか。 

A 当該市の教育委員会に依頼することになりますが、服務監督教育委員会への

許可申請は校長が行います。 

地域クラブは、教員を通じて兼職兼業の依頼文書を教員の所属校長宛に提出

してください。 

例：△△市立○○中学校の教員に指導者として従事してもらう場合 

①地域クラブから教員を通じて△△市立○○学校の校長宛に依頼文を提出  

②校長が本務への支障の有無などを確認の上、了承 

③校長から△△市教育委員会へ兼職兼業願等の許可申請を提出 

④△△市教育委員会で兼職兼業許可の可否を決定 

Q4-2 ボランティアであれば、教員の兼職兼業の手続きは不要になりますか。 

A 不要です。 

ボランティアに関する書類等の提出も必要ありません。 

Q4-3 公務員（市・県職員等）が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼業について

は、どのように考えていますか。 

A 公務員だけではなく、民間企業に勤務されている方もいらっしゃるので、それ

ぞれのルールのもとで、兼職兼業の手続きをしていただきたいと考えます。 
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５ じょうえつ地域クラブ活動指導者データベース・求人情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q5-１ 市内で指導者がどのくらい確保できるのか見込みを教えてください。 

A 市内にいる指導者数が不明であるため、確保できる指導者数の見込みを立て

ることはできません。 

Q5-2 指導サポート、活動の見守りスタッフ、事務局サポートスタッフの報酬が発生

する場合、報酬額の基準はありますか。 

A 報酬額については各クラブが設定するものであり、市教育委員会が報酬額の

基準を規定することはありません。 

Q5-3 市から認定を受けたクラブのみが指導者データベース、求人情報を活用でき

ることになりますか。 

A 現時点では、認定されたクラブのみが活用できるものと考えています。 

今後、様々なご意見をいただきながら、制度設計を進めていきます。 

Q5-4 データベースに登録し、競技種目が同一で、所有している指導者資格にも問

題がなければ、複数のクラブを兼任することは可能ですか。 

A 市が判断するものではなく、クラブ側や指導者側のお考えで判断いただきた

いと思います。 

Q５-５ 指導者が不足していると言われていますが、上越教育大学の学生の活用につ

いてはどのように考えていますか。 

A 市としては、多くの学生の皆さんから指導者として携わっていただきたいと

考えており、必要な手続き等については、既に大学へ確認をしています。 

指導者データベース等が運用開始となった際には大学を訪問し、広く周知を

していただくようお願いしたいと考えており、大学と上手く連携して地域クラ

ブ活動の環境整備につなげていきたいと思っています。 
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６ その他 

 

 

 

 

Q6-1 中体連主催の大会へ地域クラブ活動として参加する場合の認定申請の受付

が令和７年１月末日までとなっており、市の認定制度の受付開始予定日が２月

３日となっていすが、整合のないものとして考えてよいですか。 

A 中体連への認定申請と市への認定申請は、異なるものとしてご認識ください。 

県中体連の認定基準の中に「各競技団体スポーツ団体等に６か月以上、新年

度４月１日現在登録されており、計画的に活動している団体」とあります。ただ

し、「市町村教育委員会や各競技団体、スポーツ協会等が部活動地域移行を推

進するため結成した地域クラブ活動は登録期間等の条件が満たない場合で

あっても県中体連で認定することがある」と明記されています。 

上越市では、行政が新たなクラブを創設することはしないので、「上越市が認

定した地域クラブ活動」と置き換えて認定していただけないかと県中体連に

協議をお願いしているところです。 

Q6-2 令和７年度に指導者謝金への支援はなくなりますか。 

A 国の実証事業として行っているものであり、令和６年度については指導者謝

金と保険料への支援を行っています。 

令和７年度は具体的に国から示されておらず、市の予算も確定していません

ので、明確にお答えすることができません。 

地域クラブ活動を行う上で、国や県からは受益者負担としての適正な会費等

を設定するよう明示されていますので、いつまでも支援が行われるものとは

思っていません。段階的に縮小していくのではと想定しています。 

令和７年度の支援が決まり次第、周知いたします。 

Q6-3 活動場所の確保や利用料について、部活動と同等になるのでしょうか。 

A 現時点では、決まっていません。 

これから認定されるクラブの状況をみて、令和７年度に一定の施設利用のル

ール策定を目指していきたいと思っています。 

Q6-4 新たにクラブを創設するとなった場合、マニュアル等はありますか。 

A 現在、マニュアル等はありませんが、ご相談は随時受け付けています。今後、マ

ニュアル等の整備、規約や会則等の記載例を市ホームページに掲載するなど、

積極的に支援していきたいと考えています。 
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Q６-５ 部活動の地域展開に当たり、中高校生の意見は聞きましたか。 

A 令和４年度に小学５年生から中学２年生までを対象としたニーズ調査を行っ

ております。 

子どもたちの声が大切であることは承知していますので、今後も子どもたち

の声を聞いていきたいと思っています。 

Q6-6 活動場所について、施設利用に関する支援はありますか。 

A 公の施設使用料については、減免制度があります。 

青少年のクラブ（スポーツ・文化）、成人のスポーツクラブなど様々な区分があ

り、減免団体として登録されると、対象者や利用目的によって異なる減免率

に基づき、減免を受けることができます。 

「上越市地域クラブ」としての区分を設けることは決まっていませんので、現

時点では、本減免制度の枠内で対応していきたいと考えています。 

Q6-7 地域クラブ活動に関して、妙高市や糸魚川市も上越市と同様の方針なのでし

ょうか。 

A 妙高市や糸魚川市と協議して、本方針を作成したものではありません。 

上越市の方針ということでご理解ください。 


